
ネットワークスタック IPv4 および IPv6 コマ
ンド

この章では、IPバージョン 4（IPv4）や IPバージョン 6（IPv6）に関連する機能を設定したりモ
ニタする場合に、NCS 5000ルータで使用可能な Cisco IOS XRソフトウェアのコマンドについて
説明します。

ネットワークスタックの概念、設定作業、および例の詳細については、『IPAddressesandServices
Configuration Guide for Cisco NCS 5000 Series Routers』を参照してください。
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clear ipv6 neighbors
スタティックエントリ以外の IPv6ネイバー探索キャッシュのすべてのエントリを削除するには、
で clear ipv6 neighborsコマンドを使用します。

clear ipv6 neighbors [location node-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたノード。node-id引数は、rack/slot/moduleの形式
で入力します。

locationnode-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン locationオプションを指定した場合は、locationnode-idキーワードと引数で指定されているネイバー

エントリだけがクリアされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みnetwork

実行IPv6

___________________
例 次の例では、ハイライトされたエントリだけが削除されます。

RP/0/# clear ipv6 neighbors ?
location specify a node name

RP/0/# show ipv6 neighbor
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IPv6 Address Age Link-layer Addr State Interface
8888::3 - 1234.2345.9877 REACH tenGigE0/0/0/0
8888::8 - 1234.2345.9877 REACH tenGigE0/0/0/0
fe80::205:1ff:fe9f:6400 1335 0005.019f.6400 STALE tenGigE0/0/0/0
fe80::206:d6ff:fece:3808 1482 0006.d6ce.3808 STALE tenGigE0/0/0/0
fe80::200:11ff:fe11:1112 1533 0000.1111.1112 STALE tenGigE0/0/0/2

RP/0/# clear ipv6 neighbors location 0/2/0
RP/0/# show ipv6 neighbor

IPv6 Address Age Link-layer Addr State Interface
8888::3 - 1234.2345.9877 REACH tenGigE0/0/0/0
8888::8 - 1234.2345.9877 REACH tenGigE0/0/0/0
fe80::205:1ff:fe9f:6400 1387 0005.019f.6400 STALE tenGigE0/0/0/0
fe80::206:d6ff:fece:3808 1534 0006.d6ce.3808 STALE tenGigE0/0/0/0

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ IP アドレスおよびサービスコマンドリファレンス
4

ネットワークスタック IPv4 および IPv6 コマンド
clear ipv6 neighbors



icmp ipv4 rate-limit unreachable
IPv4インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）宛先到達不能メッセージが生成される
レートを制限するには、で icmp ipv4 rate-limit unreachableコマンドを使用します。レート制限を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

icmp ipv4 rate-limit unreachable [DF] milliseconds

no icmp ipv4 rate-limit unreachable [DF] milliseconds

___________________
構文の説明

（任意）コード 4フラグメンテーションが必要で、データフラグメンテーショ
ン（DF）が設定されているときに、ICMP宛先到達不能メッセージの IPヘッ
ダーに指定されているように、ICMP宛先到達不能メッセージが送信されるレー
トを制限します。

DF

ICMP宛先到達不能メッセージの送信間隔（ミリ秒）。範囲は 1～ 4294967295
です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、500ミリ秒ごとに 1件の ICMP宛先到達不能メッセージが送信されます。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン Cisco IOS XRソフトウェアは、通常の宛先到達不能メッセージ用と DF宛先到達不能メッセージ

用の2つのタイマーを保持します。これらは同じ時間制限およびデフォルトを共有します。DFオ
プションが設定されていない場合、icmp ipv4 rate-limit unreachableコマンドは、DF到達不能メッ
セージの時間値を設定します。DFオプションが設定されている場合、その時間値は、通常の宛先
到達不能メッセージの時間値とは別に維持されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4
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動作タスク ID

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、ICMP宛先到達不能メッセージを生成する最小間隔を10ミリ秒に設定する方法を示し

ています。

RP/0/(config)# icmp ipv4 rate-limit unreachable 10
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ipv4 address（ネットワーク）
インターフェイスのプライマリまたはセカンダリ IPv4アドレスを設定するには、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードで ipv4 addressコマンドを使用します。IPv4アドレスを削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv4 address ipv4-address mask [secondary] [route-tag route-tag value]

no ipv4 address ipv4-address mask [secondary] [route-tag route-tag value]

___________________
構文の説明 IPv4アドレス。ipv4-address

関連する IPサブネットのマスク。ネットワークマスクは、次のいずれかの方
法で指定できます。

• 4分割ドット付き10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定しま
す。たとえば、255.0.0.0は、1に等しい各ビットが、ネットワークアド
レスに属した対応するアドレスビットを意味することを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で示すことができます。
たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1で、対応するアドレスの
ビットがネットワークアドレスであることを示します。

mask

（任意）設定されているアドレスが、セカンダリ IPv4アドレスであることを
指定します。このキーワードが省略されている場合、設定されているアドレ

スは、プライマリ IPv4アドレスです。

secondary

（任意）設定されたアドレスに関連付けられるルートタグがあることを指定

します。

route-tag

（任意）ルートタグの値。範囲は 1～ 4294967295です。route-tag value

___________________
コマンドデフォルト IPv4アドレスはインターフェイスに定義されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン インターフェイスには、1つのプライマリ IPv4アドレスと複数のセカンダリ IPv4アドレスを定義

できます。ソフトウェアにより生成されるパケットは、必ずプライマリ IPv4アドレスを使用しま
す。そのため、セグメントのすべてのネットワーキングデバイスは、同じプライマリネットワー

ク番号を共有する必要があります。

2つの異なるインターフェイスに同じ IPv4アドレスが設定されている場合、競合していること
を示すエラーメッセージが表示されます。最も高いラック、スロット、モジュール、インス

タンスおよびポートにあるインターフェイスはディセーブルになります。

（注）

ホストは、IPv4インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）マスク要求メッセージを使
用して、サブネットマスクを判別できます。ネットワーキングデバイスは、ICMPマスク応答メッ
セージでこの要求に応答できます。

特定のインターフェイスで IPv4処理をディセーブルにするには、noipv4addressコマンドを使用
してその IPv4アドレスを削除します。ソフトウェアが、その IPv4アドレスのいずれかを使用す
る別のホストを検出すると、コンソールにエラーメッセージを表示します。

オプションの secondaryキーワードを使用すると、セカンダリアドレスを無制限に指定できます。
システムがセカンダリ送信元アドレスによるルート更新以外のデータグラムを生成しないという

点を除き、セカンダリアドレスは、プライマリアドレスのように扱われます。IPv4ブロードキャ
ストおよびアドレス解決プロトコル（ARP）要求は、IPルーティングテーブルのインターフェイ
スルートのように、正しく処理されます。

セカンダリ IPv4アドレスは、さまざまな状況で使用できます。次に、一般的な使用状況を示しま
す。

•特定のネットワークセグメントに十分なホストアドレスがない場合。たとえば、サブネッ
ト化により、論理サブネットあたり最大254のホストを使用できますが、1つの物理サブネッ
トでは、300のホストアドレスが必要になります。ここで、ネットワーキングデバイスでセ
カンダリ IPv4アドレスを使用すると、2つの論理サブネットで 1つの物理サブネットを使用
できます。

•レベル 2ブリッジを使用して構築された旧式ネットワークがたくさんある場合。セカンダリ
アドレスは、慎重に使用することで、サブネット化されたルータベースネットワークへの移

行に役立ちます。旧式のブリッジセグメントのルータでは、そのセグメントにサブネットが

たくさんあることを簡単に認識させることができます。

route-tag機能はすべての IPv4アドレスにタグを付加します。タグは、Address Repository Manager
（RPM）への管理エージェント（MA）からルーティングプロトコルに伝播されるため、RPLス
クリプトによってルートタグを確認して、接続されたルートの再配布を制御するユーザをイネー

ブルにします。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、tenGigEインターフェイス 0/0/0/1に、プライマリアドレスとして 192.168.1.27、セカン

ダリアドレスとして 192.168.7.17および 192.168.8.17を設定する方法を示しています。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv4 address 192.168.1.27 255.255.255.0
RP/0/(config-if)# ipv4 address 192.168.7.17 255.255.255.0 secondary
RP/0/(config-if)# ipv4 address 192.168.8.17 255.255.255.0 secondary
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ipv4 assembler max-packets
アセンブリキューで許可されるパケットの最大数を設定するには、で ipv4 assemblermax-packets
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

ipv4 assembler max-packets percentage value

no ipv4 assembler max-packets percentage value

___________________
構文の説明

システムで使用できるパケット合計数の割合。範囲は 1～ 50で
す。

percentage value

___________________
コマンドデフォルト

なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次に、アセンブリキューのパケット最大数を設定する例を示します。

RP/0/(config)# ipv4 assembler max-packets 35
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ipv4 assembler timeout
タイムアウトが発生するまでにアセンブリキューを保持できる秒数を設定するには、で ipv4
assembler timeoutコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

ipv4 assembler timeout seconds

no ipv4 assembler timeout seconds

___________________
構文の説明

タイムアウトが発生する前にアセンブリキューが保持できる秒数。指定で

きる範囲は 1～ 120です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト

なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みnetwork
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___________________
例 次に、タイムアウトが発生する前にアセンブリキューが保持できる時間を設定する例を示しま

す。

RP/0/(config)# ipv4 assembler timeout 88
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ipv4 mask-reply
Cisco IOS XRソフトウェアが ICMPマスク応答メッセージを送信して、IPv4インターネット制御
メッセージプロトコル（ICMP）マスク要求に応答できるようにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで ipv4mask-replyコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、
このコマンドの no形式を入力します。

ipv4 mask-reply

no ipv4 mask-reply

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IPv4マスク応答は送信されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco IOSXRソフトウェアが ICMPマスク応答メッセージを送信して IPv4 ICMP

マスク要求に応答できるようにします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/0で ICMPマスク応答メッセージの送信をイネー

ブルにします。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/0
RP/0/(config-if)# ipv4 mask-reply
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ipv4 conflict-policy
IP Address Repository Manager（IPARM）競合解決をイネーブルにするには、で ipv4 conflict-policy
コマンドを使用します。IPARM競合解決をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

ipv4 conflict-policy {highest-ip| longest-prefix| static}

no ipv4 conflict-policy {highest-ip| longest-prefix| static}

___________________
構文の説明

競合セットの最も高い IPアドレスを保持します。highest-ip

競合セットの最長プレフィックスマッチを保持します。longest-prefix

新しいアドレス設定で稼働する既存のインターフェイスを保持しま

す。

static

___________________
コマンドデフォルト 採用される優先順位規則は、ループバック >物理 >その他の仮想インターフェイスの順です。仮

想インターフェイス内では、たとえば、loopback1 > loopback2 > tunnelのように、アルファベット
順が採用されます。物理インターフェイスでは、低い方のラックまたはスロットが制御を取得し

ます。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ipv4 conflict-policyコマンドは、設定されているアドレスでの競合を解決する IPARMポリシーを

設定するために使用します。このポリシーは、競合しているアドレスからどのアドレスを選択す

るかを IPARMに通知します。その後、競合しているアドレスを強制的に非アクティブにします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4
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動作タスク ID

読み取り、書き込みip-services

___________________
例 次に、競合解決のスタティックポリシーをイネーブルにする例を示します。

RP/0/(config)# ipv4 conflict-policy static

Cisco NCS 5000 シリーズルータ IP アドレスおよびサービスコマンドリファレンス
15

ネットワークスタック IPv4 および IPv6 コマンド
ipv4 conflict-policy



ipv4 mtu
インターフェイスで送信される IPv4パケットの最大伝送ユニット（MTU）サイズを設定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipv4mtuコマンドを使用します。デフォ
ルトのMTUサイズに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv4 mtu bytes

no ipv4 mtu

___________________
構文の説明

バイト単位のMTU。範囲は、IPv4パケットで 68～ 65535バイトです。インター
フェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアにより異
なります。

bytes

___________________
コマンドデフォルト MTUサイズが、インターフェイスで送信される IPv4パケットに設定されていない場合、そのイ

ンターフェイスは、レイヤ 2 MTUからMTUを取得します。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ルータはフラグメンテーションが必要なパケットをパントします。これに対して、ソフトウェア

パスはフラグメンテーションが必要な加入者トラフィックをドロップします。

インターフェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアにより異なりま
す。レイヤ 2MTUがレイヤ 3MTUより小さい場合、Cisco IOSXRソフトウェアは、レイヤ 3MTU
にレイヤ 2 MTU値を使用します。逆に、レイヤ 3 MTUがレイヤ 2 MTUより小さい場合、ソフト
ウェアは、レイヤ 3 MTU値を使用します。つまり、Cisco IOS XRソフトウェアは、MTUの 2つ
の値のうち小さい方を使用します。

物理メディアのすべてのデバイスは、同じプロトコルMTUを使用しなければなりません。
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（mtuインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して）MTU値を変更する
と、IPv4 MTU値が影響を受けます。現在の IPv4 MTU値が、MTU値と同じ場合、MTU値を
変更すると、IPv4 MTU値は、新しいMTUに合わせて自動的に修正されます。ただし、この
逆の影響はなく、IPv4 MTU値を変更しても、mtuコマンドの値には影響しません。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例は、tenGigEインターフェイス 0/0/0/1の最大 IPv4パケットサイズを 1500バイトに設定す

る方法を示しています。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv4 mtu 1500
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ipv4 unnumbered（point-to-point）
明示的な IPv4アドレスをポイントツーポイントインターフェイスに割り当てることなく、そのイ
ンターフェイスでの IPv4処理をイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで ipv4unnumberedコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

ipv4 unnumbered interface-type interface-instance

no ipv4 unnumbered interface-type interface-instance

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用します。

interface-type

次に示す、物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイスイ

ンスタンスのいずれかです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上の管理イーサネットインターフェイ

スを参照する場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）であり、
モジュールはCPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0
/CPU0/0

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイスタ
イプによって異なります。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-instance

___________________
コマンドデフォルト ポイントツーポイントインターフェイスでの IPv4処理は、IPv4アドレスがそのインターフェイ

スに明示的に割り当てられない限りディセーブルです。___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン リリース R 4.2.0以降の場合、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始

するには、で dynamic-templateコマンドを実行します。

unnumberedインターフェイスがパケットを生成する場合（たとえば、ルーティングアップデート
のため）、必ず、IPv4パケットの送信元アドレスとして指定されているインターフェイスのアド
レスが使用されます。また、unnumberedインターフェイスを介してアップデートを送信するルー
ティングプロセスを判別する場合、指定されたインターフェイスの IPv4アドレスが使用されま
す。制約事項は次のとおりです。

•インターフェイスにはアドレスがないため、ping EXECコマンドを使用してインターフェイ
スがアップ状態かどうかを確認することはできません。簡易ネットワーク管理プロトコル

（SNMP）は、インターフェイスステータスのリモート監視に使用できます。

interface-typeおよび interface-number引数で指定されたインターフェイスが、イネーブルになって
いる必要があります（show interfaces コマンドの出力に「up」と表示）。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv4

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例は、tenGigEインターフェイス 0/0/0/1にループバックインターフェイスアドレス 5を割り

当てる方法を示しています。

RP/0/(config)# interface loopback 5
RP/0/(config-if)# ipv4 address 192.168.6.6 255.255.255.0
RP/0/(config)# interface tenGigE 0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv4 unnumbered loopback 5
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ipv6 address
インターフェイスに IPv6アドレスを設定し、そのアドレスの下位 64ビットに EUI-64インター
フェイス IDを指定してインターフェイスでの IPv6処理をイネーブルにするには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで ipv6 addressコマンドを使用します。インターフェイスか
らアドレスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 address ipv6-prefix/prefix-length [eui-64] [route-tag route-tag value]

no ipv6 address ipv6-prefix/prefix-length [eui-64] [route-tag route-tag value]

___________________
構文の説明

インターフェイスに割り当てられた IPv6ネットワーク。

この引数は、RFC2373に記述されている形式にする必要があります。コロ
ン区切りの 16ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定します。

ipv6-prefix

IPv6プレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレスのネット
ワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す10進数値です。
10進数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要があります。

/prefix-length

（任意）IPv6アドレスの下位 64ビットにインターフェイス IDを指定しま
す。

eui-64

（任意）設定されたアドレスに関連付けられるルートタグがあることを指

定します。

route-tag

（任意）ルートタグの値。範囲は 1～ 4294967295です。route-tag value

___________________
コマンドデフォルト IPv6アドレスはインターフェイスに定義されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン /prefix-length引数で指定された値が 64ビットを超えている場合は、プレフィックスビットがイン

ターフェイス IDよりも優先されます。

引数を指定せずに no ipv6 addressコマンドを使用すると、手動で設定したすべての IPv6アドレス
がインターフェイスから削除されます。

Cisco IOS XRソフトウェアはその IPv6アドレスのいずれかを使用している別のホストを検出する
と、コンソールにエラーメッセージを表示します。

route-tag機能はすべての IPv6アドレスにタグを付加します。タグは、Address Repository Manager
（RPM）への管理エージェント（MA）からルーティングプロトコルに伝播されるため、RPLス
クリプトによってルートタグを確認して、接続されたルートの再配布を制御するユーザをイネー

ブルにします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例では、IPv6アドレス 2001:0DB8:0:1::/64を tenGigEインターフェイス 0/0/0/1に割り当て、

アドレスの下位 64ビットに EUI-64インターフェイス IDを指定します。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:0:1::/64 eui-64
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ipv6 assembler
アセンブリキューで許可されるパケットの最大数を設定したり、タイムアウトまでのアセンブリ

キューを保持する秒数を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6 assembler
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

ipv6 assembler {max-packetsvalue| timeoutseconds}

no ipv6 assembler {max-packetsvalue| timeoutseconds}

___________________
構文の説明

アセンブリキューで許可されるパケットの最大数。max-packets

タイムアウトの前にアセンブリキューが保持する秒数。timeout

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

___________________
例 次に、アセンブリキューで許可されるパケットの最大数を設定する例を示します。

RP/0/# config
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RP/0/(config)# ipv6 assembler max-packets 100
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ipv6 conflict-policy
IP Address Repository Manager（IPARM）競合解決をイネーブルにするには、で ipv6 conflict-policy
コマンドを使用します。IPARM競合解決をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

ipv6 conflict-policy {highest-ip| longest-prefix| static}

no ipv6 conflict-policy {highest-ip| longest-prefix| static}

___________________
構文の説明

競合セットの最も高い IPアドレスを保持します。highest-ip

競合セットの最長プレフィックスマッチを保持します。longest-prefix

新しいアドレス設定で稼働する既存のインターフェイスを保持しま

す。

static

___________________
コマンドデフォルト 競合ポリシーが設定されていない場合、最も低いラック/スロットがデフォルトです。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みip-services
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___________________
例 次に、競合解決の最長プレフィックスポリシーをイネーブルにする例を示します。

RP/0/(config)# ipv6 conflict-policy longest-prefix
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ipv6 address link-local
インターフェイスに IPv6リンクローカルアドレスを設定し、インターフェイスでの IPv6処理を
イネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipv6address link-local
コマンドを使用します。このコマンドで指定した ipv6-address値は、インターフェイスに対して自
動的に生成されるリンクローカルアドレスよりも優先されます。インターフェイスからアドレス

を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 address ipv6-address link-local [route-tag route-tag value]

no ipv6 address ipv6-address link-local [route-tag route-tag value]

___________________
構文の説明

インターフェイスに割り当てられた IPv6アドレス。

この引数は、RFC2373に記述されている形式にする必要があります。コロ
ン区切りの 16ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定します。

ipv6-address

リンクローカルアドレスを指定します。このコマンドで指定した ipv6-address
値は、インターフェイスに対して自動的に生成されるリンクローカルアド

レスよりも優先されます。

link-local

（任意）設定されたアドレスに関連付けられるルートタグがあることを指

定します。

route-tag

（任意）ルートタグ値を表示します。範囲は 1～ 4294967295です。route-tag value

___________________
コマンドデフォルト IPv6アドレスはインターフェイスに定義されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン Cisco IOS XRソフトウェアはその IPv6アドレスのいずれかを使用している別のホストを検出する

と、コンソールにエラーメッセージを表示します。
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IPv6処理がインターフェイスでイネーブルにされていて、通常、IPv6アドレスがインターフェイ
スで設定されている場合、インターフェイスのリンクローカルアドレスが自動的に生成されま

す。インターフェイスで使用されるリンクローカルアドレスを手動で指定するには、ipv6address
link-localコマンドを使用します。

連続する 16ビット値がゼロとして指定されている場合は、2つのコロンを ipv6-address引数の一
部として使用できます。インターフェイスごとに複数の IPv6アドレスを設定できますが、設定で
きるリンクローカルアドレスは 1つだけです。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、FE80::260:3EFF:FE11:6770を tenGigEインターフェイス 0/0/0/1のリンクローカルアド

レスとして割り当てる方法を示しています。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 address FE80::260:3EFF:FE11:6770 link-local
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ipv6 enable
明示的な IPv6アドレスが設定されていないインターフェイスでの IPv6処理をイネーブルにする
には、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6 enableコマンドを使用します。明示的な IPv6
アドレスが設定されていないインターフェイスでの IPv6処理をディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

ipv6 enable

no ipv6 enable

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IPv6はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ipv6 enableコマンドは、インターフェイスに IPv6リンクローカルユニキャストアドレスを自動

的に設定し、さらにインターフェイスでの IPv6処理をイネーブルにします。 no ipv6 enableコマ
ンドを使用しても、明示的な IPv6アドレスが設定されているインターフェイスでの IPv6処理は
ディセーブルになりません。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork
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動作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、tenGigEインターフェイス 0/0/0/1で IPv6処理をイネーブルにする

方法を示しています。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 enable

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6処
理をイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp foo
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 enable
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ipv6 hop-limit
ルータアドバタイズメントで使用されるホップと、ルータから発信されるすべての IPv6パケット
で使用されるホップの最大数を設定するには、で ipv6hop-limitコマンドを使用します。ホップの
制限をデフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 hop-limit hops

no ipv6 hop-limit hops

___________________
構文の説明

ホップの最大数。値の範囲は 1～ 255です。hops

___________________
コマンドデフォルト hops：64ホップ

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次に、ルータから発信されるルータアドバタイズメントおよびすべての IPv6パケットの最大数を

15ホップに設定する例を示します。

RP/0/(config)# ipv6 hop-limit 15
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ipv6 icmp error-interval
IPv6インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エラーメッセージの間隔とバケットサ
イズをすべてのノードに設定するには、で ipv6 icmp error-intervalコマンドを使用します。間隔
をデフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 icmp error-interval milliseconds [ bucketsize ]

no ipv6 icmp error-interval

___________________
構文の説明

バケットに保存されるトークンの間隔（ミリ秒）。範囲は0～2147483647
です。

milliseconds

（任意）バケットに保存されるトークンの最大数。許容範囲は 1～ 200
です。デフォルトは 10トークンです。

bucketsize

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ICMPレート制限はイネーブルです。ICMPレート制限をディセーブルにするに

は、間隔をゼロに設定します。

milliseconds：100ミリ秒

bucketsize：10トークン

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン モードで ipv6 icmp error-intervalコマンドを使用すると、IPv6 ICMPエラーメッセージが各ノー

ドに送信されるレートを制限できます。トークンバケットアルゴリズムは、1件の IPv6 ICMPエ
ラーメッセージを表す 1つのトークンで使用されます。トークンは、バケットで許可されている
トークンの最大数に達するまで、指定された間隔で、仮想バケットに保存されます。

milliseconds引数は、トークンがバケットに保存される間隔を指定します。オプションのbucketsize
引数は、バケットに保存されるトークンの最大数の定義に使用されます。トークンは、IPv6 ICMP
エラーメッセージが送信されるとバケットから削除されます。たとえば、bucketsize引数を 20に
設定すると、20の IPv6 ICMPエラーメッセージを連続して送信することができます。トークンの
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バケットが空になると、新しいトークンがバケットに配置されるまで、IPv6ICMPエラーメッセー
ジは送信されません。

show ipv6 traffic EXECコマンドを使用すると、IPv6 ICMPレート制限カウンタを表示できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、50ミリ秒の間隔と 20トークンのバケットサイズが IPv6 ICMPエラーメッセージに対

して設定されていることを示します。

RP/0/(config)# ipv6 icmp error-interval 50 20
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ipv6 mtu
インターフェイスで送信される IPv6パケットの最大伝送ユニット（MTU）サイズを設定するに
は、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6mtuコマンドを使用します。デフォルトのMTU
サイズに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 mtu bytes

no ipv6 mtu

___________________
構文の説明

バイト単位のMTU。範囲は、IPv6パケットで 1280～ 65535バイトです。インター
フェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアにより異な
ります。

bytes

___________________
コマンドデフォルト MTUサイズが、インターフェイスで送信される IPv6パケットに設定されていない場合、そのイ

ンターフェイスは、レイヤ 2 MTUからMTUを取得します。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IPv6パケットが、インターフェイスで設定されているMTUを超える場合、パケットの発信元ルー

タだけがこれをフラグメントできます。

インターフェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアにより異なりま
す。レイヤ 2MTUがレイヤ 3MTUより小さい場合、Cisco IOSXRソフトウェアは、レイヤ 3MTU
にレイヤ 2 MTU値を使用します。逆に、レイヤ 3 MTUがレイヤ 2 MTUより小さい場合、ソフト
ウェアは、レイヤ 3 MTU値を使用します。つまり、Cisco IOS XRソフトウェアは、MTUの 2つ
の値のうち小さい方を使用します。

物理メディアのすべてのデバイスは、同じプロトコルMTUを使用しなければなりません。
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BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

（mtuインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して）MTU値を変更する
と、IPv6 MTU値が影響を受けます。現在の IPv6 MTU値が、MTU値と同じ場合、MTU値を
変更すると、IPv6 MTU値は、新しいMTUに合わせて自動的に修正されます。ただし、この
逆の影響はなく、IPv6 MTU値を変更しても、mtuコマンドの値には影響しません。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、tenGigEインターフェイス 0/0/0/1の最大 IPv6パケットサイズを

1350バイトに設定する方法を示しています。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/0/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 mtu 1350

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで最大
IPv6パケットサイズを 1350バイトに設定する方法を示しています。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp foo
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 mtu 1350
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ipv6 nd dad attempts
インターフェイスのユニキャスト IPv6アドレスに対して重複アドレスの検出が実行されていると
きに、そのインターフェイスから送信される連続ネイバー送信要求メッセージの数を設定するに

は、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6 nd dad attemptsコマンドを使用します。メッ
セージ数をデフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd dad attempts value

no ipv6 nd dad attempts value

___________________
構文の説明

ネイバー送信要求メッセージ数。範囲は 0～ 600です。値 0を設定すると、指定さ
れたインターフェイスでの重複アドレス検出処理がディセーブルになります。値 1
を設定すると、追加送信のない単一送信が行われます。

value

___________________
コマンドデフォルト 1件のネイバー送信要求メッセージが送信される、ユニキャスト IPv6アドレスの重複アドレス検

出がイネーブルにされています。デフォルトは 1メッセージです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン アドレスがインターフェイスに割り当てられる前に、重複アドレス検出によって、新しいユニキャ

スト IPv6アドレスの一意性が確認されます（重複アドレス検出の実行中、新しいアドレスは一時
的な状態になります）。重複アドレス検出では、ネイバー送信要求メッセージを使用して、ユニ

キャスト IPv6アドレスの一意性を確認します。

DupAddrDetectTransmitsノード設定変数（『IPv6 Stateless Address Autoconfiguration』の RFC 2462
で指定されています）は、tentativeユニキャスト IPv6アドレスで重複アドレス検出が実行されて
いるときに、インターフェイスで送信されるネイバー送信要求メッセージの連続数を自動的に判

別するときに使用されます。

重複アドレス検出のネイバー送信要求メッセージの送信間隔（重複アドレス検出タイムアウト間

隔）は、ネイバー探索に関連する変数 RetransTimer（『Neighbor Discovery for IP Version 6 [IPv6]』
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の RFC 2461で指定されています）により指定されます。この変数は、アドレスが解決されると
き、または隣接の到達可能性がプローブされるときに、ネイバー送信要求メッセージが再隣接に

転送される間隔を決定するために使用されます。これは、アドレス解決およびネイバー到達不能

検出中のネイバー送信要求メッセージの間隔を指定するときに使用される管理変数と同じです。

ipv6 nd ns-intervalコマンドを使用すると、重複アドレスの検出中に送信されるネイバー送信要求
メッセージの間隔を設定できます。

重複アドレス検出は、管理上ダウンしているインターフェイスでは停止します。インターフェイ

スが管理上ダウンしている間、そのインターフェイスに割り当てられたユニキャスト IPv6アドレ
スは保留状態に設定されます。インターフェイスが管理上アップ状態に戻ると、そのインターフェ

イスで重複アドレス検出が自動的に再起動されます。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

管理上アップ状態に戻っているインターフェイスでは、インターフェイス上のすべてのユニ

キャスト IPv6アドレスを対象に重複アドレス検出が再起動されます。インターフェイスのリ
ンクローカルアドレスで重複アドレス検出が実行されている間、他の IPv6アドレスの状態は
仮承諾に設定されたままとなります。リンクローカルアドレスで重複アドレス検出が完了す

ると、残りの IPv6アドレスで重複アドレス検出が実行されます。

（注）

重複アドレス検出が、重複アドレスを確認すると、アドレスの状態は、duplicateに設定され、そ
のアドレスは使用されなくなります。重複アドレスがインターフェイスのリンクローカルアドレ

スの場合は、そのインターフェイス上で IPv6パケットの処理がディセーブルになり、次のような
エラーメッセージが発行されます。

ipv6_nd[145]: %IPV6_ND-3-ADDRESS_DUPLICATE : Duplicate address 111::1 has been detected

重複アドレスがインターフェイスのグローバルアドレスである場合、そのアドレスは使用され

ず、次のようなエラーメッセージが発行されます。

%IPV6-4-DUPLICATE: Duplicate address 3000::4 on tenGigE&;

重複アドレスに関連付けられているすべてのコンフィギュレーションコマンドは、アドレスの状

態が duplicateに設定されている間、設定された状態のままになります。

インターフェイスのリンクローカルアドレスが変更された場合、新しいリンクローカルアドレス

で重複アドレス検出が実行され、インターフェイスに関連付けられた他のすべての IPv6アドレス
が再生成されます（重複アドレス検出は新規のリンクローカルアドレスでのみ実行されます）。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みconfig-services
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___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、インターフェイス0/2/0/1で送信される連続ネイバー送信要求メッ

セージの数を 1に設定し、インターフェイスに設定されているユニキャスト IPv6アドレスのス
テータス（tentativeまたは duplicate）を表示する方法を示しています。

RP/0/# configure
RP/0/(config)# interface HundredGigE0/2/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd dad attempts 1
RP/0/(config-if)# Uncommitted changes found, commit them before exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:y

RP/0/# show ipv6 interface
HundredGigE/2/0/0 is Up, line protocol is Up
IPv6 is disabled, link-local address unassigned
No global unicast address is configured

HundredGigE/2/0/1 is Up, line protocol is Up
IPv6 is enabled, link-local address is fe80::203:fdff:fe1b:4501
Global unicast address(es):
1:4::1, subnet is 1:4::/64 [DUPLICATE]

MTU is 1514 (1500 is available to IPv6)
ICMP redirects are disabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts 1
ND reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.

HundredGigE/2/0/2 is Shutdown, line protocol is Down
IPv6 is enabled, link-local address is fe80::200:11ff:fe11:1111 [TENTATIVE]
Global unicast address(es):
111::2, subnet is 111::/64 [TENTATIVE]

MTU is 1514 (1500 is available to IPv6)
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts 1
ND reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードでユニキャ
スト IPv6アドレスのステータス（tentativeまたは duplicate）を表示する方法を示しています。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd dad attempts 1
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ipv6 nd managed-config-flag
IPv6ルータアドバタイズメントにmanaged address configurationフラグを設定するには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで ipv6 nd managed-config-flagコマンドを使用します。IPv6ルータ
アドバタイズメントからこのフラグをクリアするには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd managed-config-flag

no ipv6 nd managed-config-flag

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト managed address configurationフラグは、IPv6ルータアドバタイズメントで設定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン managed address configurationフラグを IPv6ルータアドバタイズメントで設定すると、アドレスの

取得にステートフルオートコンフィギュレーションを使用するかどうかを、接続ホストに示すこ

とができます。このフラグが設定されている場合、接続ホストは、アドレスの取得にステートフ

ルオートコンフィギュレーションを使用します。このフラグが設定されていない場合、接続ホス

トは、アドレスの取得にステートフルオートコンフィギュレーションを使用しません。

ホストは、ステートフルおよびステートレスオートコンフィギュレーションを同時に使用できま

す。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6
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動作タスク ID

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/1で IPv6ルータアドバタイ

ズメントに managed address configurationフラグを設定する方法を示しています。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd managed-config-flag

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6
ルータアドバタイズメントに managed address configurationフラグを設定する方法を示していま
す。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd managed-config-flag
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ipv6 nd ns-interval
インターフェイスで IPv6ネイバー送信要求メッセージを再送信する間隔を設定するには、適切な
コンフィギュレーションモードで ipv6 nd ns-intervalコマンドを使用します。デフォルトの間隔
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd ns-interval milliseconds

no ipv6 nd ns-interval

___________________
構文の説明 IPv6ネイバー送信要求メッセージの再送信間隔（ミリ秒）。値の範囲

は 1000～ 3600000です。
milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 0ミリ秒（未指定）の場合、ルータアドバタイズメントでアドバタイズされます。値 1000は、

ルータ自体のネイバー探索アクティビティに使用されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン この値は、このインターフェイスから送信されるすべての IPv6ルータアドバタイズメントに含ま

れます。通常の IPv6操作には、短すぎる間隔はお勧めできません。デフォルト以外の値が設定さ
れている場合、設定時間は、ルータ自体により、アドバタイズおよび使用されます。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6
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動作タスク ID

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、tenGigEインターフェイス 0/1/0/1に IPv6ネイバー送信要求の送信

間隔として 9000ミリ秒を設定します。

RP/0/(config)# interface tenGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd ns-interval 9000

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6ネ
イバー送信要求の送信間隔を 9000ミリ秒に設定します。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd ns-interval 9000
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ipv6 nd other-config-flag
IPv6ルータアドバタイズメントに other stateful configurationフラグを設定するには、適切なコン
フィギュレーションモードで ipv6 nd other-config-flagコマンドを使用します。IPv6ルータアド
バタイズメントからこのフラグをクリアするには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd other-config-flag

no ipv6 nd other-config-flag

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト other stateful configurationフラグは、IPv6ルータアドバタイズメントで設定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン other stateful configurationフラグを IPv6ルータアドバタイズメントで設定すると、アドレス以外

のオートコンフィギュレーション情報を取得できるかどうかを、接続ホストに示すことができま

す。このフラグが設定されている場合、接続ホストは、その他（アドレス以外）の情報の取得に

ステートフルオートコンフィギュレーションを使用します。

ipv6 nd managed-config-flagコマンドを使用して managed address configurationフラグを設定す
ると、接続ホストは、other stateful configurationフラグの設定に関係なく、ステートフルオー
トコンフィギュレーションを使用してその他の情報（アドレス以外の情報）を取得できます。

（注）

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/1で IPv6ルータアドバタイ

ズメントに「other stateful configuration」フラグを設定します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd other-config-flag

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6
ルータアドバタイズメントに「other stateful configuration」フラグを設定します。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd other-config-flag
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ipv6 nd prefix
IPv6ルータアドバタイズメントで IPv6プレフィックスがアドバタイズされる方法を設定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipv6 nd prefixコマンドを使用します。
デフォルトのパラメータ値でプレフィックスをアドバタイズするには、このコマンドのno形式を
使用します。1つのプレフィックス（または複数のプレフィックス）がアドバタイズされないよ
うにするには、no-advキーワードを使用します。

ipv6 nd prefix {ipv6prefix/prefix-length| default [valid-lifetime | at| infinite| no-adv| no-autoconfig| off-link]}

no ipv6 nd prefix {ipv6prefix/prefix-length| default [valid-lifetime | at| infinite| no-adv| no-autoconfig|
off-link]}

___________________
構文の説明

ルータアドバタイズメントに含まれる IPv6ネットワーク番号。

このキーワードは、コロンの間で 16ビット値を使用する 16進数でアドレス
が指定される、RFC 2373で定義された形式でなければなりません。

ipv6-prefix

IPv6プレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレスのネットワー
ク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進数値です。10進
数値の前にスラッシュ記号（/）を付ける必要があります。

/prefix-length

（任意）すべてのプレフィックスを指定します。default

（任意）指定した IPv6プレフィックスが有効なものとしてアドバタイズされ
る時間数（秒）。値の範囲は 0～ 4294967295秒です。

valid-lifetime

（任意）有効期間および推奨期間が無効になる日時。プレフィックスは、こ

の指定された日付と時刻に達するまで有効です。日付は、date-valid-expire
month-valid-expire hh:mm-valid-expire date-prefer-expire month-prefer-expire
hh:mm-prefer-expireの形式で表記されます。

at

（任意）有効なライフタイムは期限切れになりません。infinite

（任意）プレフィックスはアドバタイズされません。no-adv

（オプション）指定されたプレフィックスを IPv6自動設定に使用できないこ
とを、ローカルリンク上のホストに示します。

no-autoconfig

（任意）指定されたプレフィックスがリンクに割り当てられることを示しま

す。指定されたプレフィックスを含むそのようなアドレスにトラフィックを

送信するノードは、宛先がリンク上でローカルに到達可能であると見なしま

す。このプレフィックスは、onlink決定では使用されません。

off-link
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___________________
コマンドデフォルト IPv6ルータアドバタイズメントを発信するインターフェイスに設定されているすべてのプレフィッ

クスが、有効ライフタイム 2592000秒（30日）および優先ライフタイム 604800秒（7日）でアド
バタイズされます。どちらのライフタイムにも「onlink」フラグと「autoconfig」フラグが設定さ
れます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、プレフィックスをアドバタイズするかどうかなど、プレフィックス

ごとに個々のパラメータを制御できます。

プレフィックスのアドバタイズ方法を制御するには、ipv6 nd prefixコマンドを使用します。デ
フォルトでは、ipv6addressコマンドを使用してインターフェイスにアドレスとして設定されたプ
レフィックスは、デフォルト値でアドバタイズされます。ipv6 nd prefixコマンドを使用してアド
バタイズメントのプレフィックスを設定した場合は、そのプレフィックスのみが設定した値でア

ドバタイズされます。他のすべてのプレフィックスはデフォルト値でアドバイタズされます。

デフォルトキーワードは、すべてのプレフィックスのデフォルトパラメータを設定するときに使

用できます。

プレフィックスの有効期限を指定するための日付を設定できます。有効な推奨ライフタイムは、

リアルタイムでカウントダウンされます。失効日に達すると、プレフィックスはアドバタイズさ

れなくなります。

onlinkが「on」（デフォルト）である場合、指定されたプレフィックスがそのリンクに割り当て
られます。指定されたプレフィックスを含むそのようなアドレスにトラフィックを送信するノー

ドは、宛先がリンク上でローカルに到達可能であると見なします。

autoconfigが「on」（デフォルト）である場合、ローカルリンク上のホストに対して、指定され
たプレフィックスが IPv6自動設定に使用できることを示します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork
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___________________
例 次の例は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/0から送信されるルータアドバタイズメントに、

IPv6プレフィックス 2001:0DB8::/35を含めて、有効期間 1000秒と推奨期間 900秒を指定します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/0
RP/0/(config-if)# ipv6 nd prefix 2001:0DB8::/35 1000 900
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ipv6 nd ra-interval
インターフェイスでの IPv6ルータアドバタイズメントの送信間隔を設定するには、適切なコン
フィギュレーションモードで ipv6 nd ra-intervalコマンドを使用します。デフォルトの間隔に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd ra-interval seconds

no ipv6 nd ra-interval seconds

___________________
構文の説明 IPv6ルータアドバタイズメント送信間の間隔（秒）seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：200秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ipv6 nd ra-lifetimeコマンドによりルータがデフォルトルータとして設定されている場合、送信間

隔は IPv6ルータアドバタイズメントの有効期間以下でなければなりません。他の IPv6ノードと
の同期を防止するには、実際に使用される値を指定値の 20 %以内でランダムに調整します。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork
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動作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/1に IPv6ルータのアドバタ

イズメント間隔として 201秒を設定します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd ra-interval 201

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6
ルータのアドバタイズメント間隔を 201秒に設定します。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd ra-interval 201
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ipv6 nd ra-lifetime
インターフェイスでの IPv6ルータアドバタイズメントのルータ有効期間値を設定するには、適切
なコンフィギュレーションモードで ipv6nd ra-lifetimeコマンドを使用します。デフォルトの有効
期間に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd ra-lifetime seconds

no ipv6 nd ra-lifetime

___________________
構文の説明

このインターフェイスでのデフォルトルータとしてのルータの有効期間

（秒）

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：1800秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
使用上のガイドライン ルータの有効期間の値は、このインターフェイスから送信されるすべての IPv6ルータアドバタイ

ズメントに含まれます。この値は、このインターフェイスでのデフォルトルータとしてルータの

有用性を示します。値を 0に設定すると、ルータは、このインターフェイスでデフォルトルータ
とは見なされません。ルータがこのインターフェイスでデフォルトルータと見なされるようにす

るには、ルータの有効期間の値にゼロ以外の値を設定します。ルータの有効期間の値として設定

するゼロ以外の値は、ルータアドバタイズメント間隔以上でなければなりません。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services
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___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/1に IPv6ルータのアドバタ

イズメント有効期間として 1801秒を定します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd ra-lifetime 1801

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6
ルータのアドバタイズメント有効期間を 1801秒に設定します。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd ra-lifetime 1801
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ipv6 nd reachable-time
何らかの到達可能性確認イベントが発生してからリモート IPv6ノードが到達可能と見なされるま
での時間を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6 nd reachable-timeコマン
ドを使用します。デフォルト値に戻す場合は、このコマンドの no形式を入力します。

ipv6 nd reachable-time milliseconds

no ipv6 nd reachable-time

___________________
構文の説明

リモート IPv6ノードが到達可能と見なされる時間（ミリ秒）。範囲は
0～ 3600000です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 0ミリ秒（未指定）の場合、ルータアドバタイズメントでアドバタイズされます。値 30000（30

秒）は、ルータ自体のネイバー探索アクティビティに使用されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 設定時間により、ルータは、利用不可隣接を検出できます。設定時間を短くすると、ルータは、

より速く利用不可隣接を検出できます。ただし、設定時間を短くすると、すべての IPv6ネット
ワークデバイスで消費される IPv6ネットワーク帯域幅および処理リソースが多くなります。通常
の IPv6の運用では、あまり短い時間設定は推奨できません。

設定時間は、インターフェイスから送信されるすべてのルータアドバタイズメントに含まれるた

め、同じリンクのノードは同じ時間値を共有します。値に 0を設定すると、設定時間がこのルー
タで指定されていないことを示します。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/1に IPv6到達可能時間とし

て 1,700,000ミリ秒を設定します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd reachable-time 1700000

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6到
達可能時間を 1,700,000ミリ秒に設定します。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd reachable-time 1700000
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ipv6 nd redirects
インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）リダイレクトメッセージを送信するには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipv6 nd redirectsコマンドを使用します。シ
ステムデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd redirects

no ipv6 nd redirects

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、HundredGigEインターフェイス 0/2/0/2に IPv6 ndダイレクトブロードキャストをリダ

イレクトする方法を示しています。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/2/0/2
RP/0/(config-if)# ipv6 nd redirects
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ipv6 nd scavenge-timeout
ネイバーエントリの有効期間を stale状態に設定するには、で ipv6 nd scavenge-timeoutコマンド
を使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 nd scavenge-timeout seconds

no ipv6 nd scavenge-timeout seconds

___________________
構文の説明 RAの有効期間（秒単位）。範囲は 0～ 43200です。seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 隣接エントリの廃棄タイマーの有効期間が切れると、そのエントリはクリアされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次に、隣接エントリの有効期間を設定する例を示します。

RP/0/(config)# ipv6 nd scavenge-timeout 3000
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ipv6 nd suppress-ra
LANインターフェイスでの IPv6ルータアドバタイズメントの送信を抑制するには、適切なコン
フィギュレーションモードで ipv6 nd suppress-raコマンドを使用します。LANインターフェイス
での IPv6ルータアドバタイズメントの送信を再びイネーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

ipv6 nd suppress-ra

no ipv6 nd suppress-ra

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IPv6ルータアドバタイズメントは、IPv6ユニキャストルーティングが他のタイプのインターフェ

イスでイネーブルになっている場合、そのインターフェイスで自動的に送信されます。IPv6ルー
タアドバタイズメントは、他のタイプのインターフェイスで送信されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（BNG以外に適用）

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション（BNG向け）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン no ipv6 nd suppress-raコマンドを使用すると、LAN以外のインターフェイスタイプ（シリアル

インターフェイス、トンネルインターフェイスなど）における IPv6ルータアドバタイズメント
の送信をイネーブルにできます。

BNGの場合は、このコマンドを必ずダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード
で実行してください。ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するに

は、で dynamic-templateコマンドを実行します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork
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動作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例（BNG以外に該当）は、HundredGigEインターフェイス 0/1/0/1での IPv6ルータアドバタ

イズメントを抑制する方法を示しています。

RP/0/(config)# interface HundredGigE0/1/0/1
RP/0/(config-if)# ipv6 nd suppress-ra

次の例（BNGに該当）は、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6
ルータアドバタイズメントを抑制する方法を示しています。

RP/0/(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/(config-dynamic-template-type)# ipv6 nd suppress-ra
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ipv6 neighbor
IPv6ネイバー探索キャッシュにスタティックエントリを設定するには、で ipv6 neighborコマン
ドを使用します。IPv6ネイバー探索キャッシュからスタティック IPv6エントリを削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 neighbor ipv6-address interface-type interface-instance hardware-address

no ipv6 neighbor ipv6-address interface-type interface-instance hardware-address

___________________
構文の説明

ローカルデータリンクアドレスに対応する IPv6アドレス。

この引数は、RFC2373に記述されている形式にする必要があります。コロン区
切りの 16ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定します。

ipv6-address

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用します。

interface-type

次に示す、物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイスイ

ンスタンスのいずれかです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上の管理イーサネットインターフェイ

スを参照する場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）であり、
モジュールはCPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0
/CPU0/0

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイス
タイプによって異なります。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-instance

ローカルデータリンクアドレス（48ビットアドレス）。hardware-address
___________________
コマンドデフォルト スタティックエントリは、IPv6ネイバー探索キャッシュに設定されません。
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___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ipv6 neighborコマンドは、arp（グローバル）コマンドに似ています。

IPv6ネイバー探索プロセスによる学習を通して、指定された IPv6アドレスのエントリがネイバー
探索キャッシュにすでに存在する場合、エントリは自動的にスタティックエントリに変換されま

す。

show ipv6 neighborsコマンドを使用すると、IPv6ネイバー探索キャッシュのスタティックエント
リを表示できます。IPv6ネイバー探索キャッシュのスタティックエントリの状態は、reach(reachable)
です。このエントリのインターフェイスはアップ状態です。エントリのインターフェイスがダウ

ンしている場合は、show ipv6neighborsコマンドを使用しても、このエントリは表示されません。

到達可能性検出は、IPv6ネイバー探索キャッシュのスタティックエントリには適用されませ
ん。そのため、reach (reachable)状態の説明は、ダイナミックおよびスタティックキャッシュ
エントリで異なります。ダイナミックキャッシュエントリの reach (reachable)ステータスにつ
いては、show ipv6 neighborsコマンドを参照してください。

（注）

clear ipv6 neighborsコマンドは、スタティックエントリを除き、IPv6ネイバー探索キャッシュ内
のすべてのエントリを削除します。no ipv6 neighborコマンドは、指定されたスタティックエン
トリをネイバー探索キャッシュから削除します。IPv6ネイバー探索プロセスで学習されたダイナ
ミックエントリはキャッシュから削除されません。no ipv6 enableまたは no ipv6 unnumberedコ
マンドを使用してインターフェイスで IPv6をディセーブルにすると、スタティックエントリを除
き、そのインターフェイスに設定されているすべての IPv6ネイバー探索キャッシュエントリが削
除されます（エントリのステータスは reach [reachable]に変化します）。

IPv6ネイバー探索キャッシュ内のスタティックエントリがネイバー探索プロセスによって変更さ
れることはありません。

IPv6隣接のスタティックエントリは、IPv6がイネーブルにされている LANおよび ATM LAN
Emulationインターフェイスだけで設定できます。

（注）
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、イーサネットインターフェイス 0/RSP0/CPU0上に IPv6アドレス 2001:0DB8::45Aとリ

ンク層アドレス 0002.7D1A.9472を持つネイバーに対して、IPv6ネイバー探索キャッシュにスタ
ティックエントリを設定する方法を示しています。

RP/0/(config)# ipv6 neighbor 2001:0DB8::45A 0002.7D1A.9472
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ipv6 path-mtu enable
IPv6パケットのパス最大伝送ユニット（MTU）ディスカバリを設定するコマンドをイネーブルに
するには、XRコンフィギュレーションモードで ipv6 path-mtu enableコマンドを使用します。

ipv6 path-mtu enable

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IPv6パケットのパスMTUディスカバリは、TCPと Pingプロトコルを使用しているアプリケー

ションでのみサポートされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例は、IPv6パケットのパスMTUディスカバリコマンドをイネーブルにする方法を示してい

ます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv6 path-mtu enable
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ipv6 path-mtu timeout
IPv6パケットの最大伝送ユニット（MTU）タイムアウト値を設定するには、XRコンフィギュレー
ションモードで ipv6 path-mtu timeoutコマンドを使用します。

ipv6 path-mtu timeout minutes

___________________
構文の説明 MTUタイムアウト（分単位）。範囲は 1～ 15分です。デフォルトのタイム

アウト値は 10分です。
minutes

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IPv6パケットのパスMTUディスカバリは、TCPと Pingプロトコルを使用しているアプリケー

ションでのみサポートされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次の例は、IPv6パケットのパスMTUタイムアウトをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv6 path-mtu timeout 15
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ipv6 source-route
IPv6タイプ（タイプ 0）の送信元ルーティングヘッダーの処理をイネーブルにするには、で ipv6
source-routeコマンドを使用します。IPv6拡張ヘッダーの処理をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

ipv6 source-route

no ipv6 source-route

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは、ipv6 source-routeコマンドの noバージョンです。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン no ipv6 source-routeコマンド（デフォルト）は、ホストがルータを使用して送信元ルーティング

を実行しないようにします。no ipv6 source-routeコマンドが設定されている場合に、ルータがタ
イプ 0の送信元ルーティングヘッダーを持つパケットを受信すると、ルータはそのパケットをド
ロップして、送信元に IPv6 ICMPエラーメッセージを返信し、適切なデバッグメッセージを記録
します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みipv6

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ IP アドレスおよびサービスコマンドリファレンス
62

ネットワークスタック IPv4 および IPv6 コマンド
ipv6 source-route



___________________
例 次に、source-routeヘッダーオプションを含むすべての IPv6データグラムの処理を可能にする例

を示します。

RP/0/# config
RP/0/(config)# ipv6 source-route
RP/0/(config)#
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ipv6 tcp-mss-adjust
IPv6パケットに対してセッションを確立するときにトラフィックのフラグメント化を回避するた
めに、TCPフローの中継トラフィックの最大セグメントサイズ（MSS）をGREトンネルインター
フェイスまたはVLANサブインターフェイスのMTU未満に調整できるようにするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで ipv6 tcp-mss-adjustコマンドを使用します。TCPフ
ローの中継トラフィックの最大セグメントサイズ（MSS）を GREトンネルインターフェイスま
たは VLANサブインターフェイスのMTU未満に調整できないようにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

ipv6 tcp-mss-adjust enable

no ipv6 tcp-mss-adjust enable

___________________
構文の説明

インターフェイスでTCPフローの最大セグメントサイズ（MSS）を調整でき
るようにします。

enable

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みipv6

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ IP アドレスおよびサービスコマンドリファレンス
64

ネットワークスタック IPv4 および IPv6 コマンド
ipv6 tcp-mss-adjust



___________________
例 次の例は、ipv6 tcp-mss-adjustコマンドを使用して、IPv6パケットのTCPフローの中継トラフィッ

クをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/# configure
RP/0/(config)# interface HundredEthernet 0/0/0/4.20
RP/0/(config-if)# ipv6 tcp-mss-adjust enable
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ipv6 virtual address
管理イーサネットインターフェイスのネットワークに対して IPv6仮想アドレスを定義するには、
で ipv6 virtual addressコマンドを使用します。設定から IPv6仮想アドレスを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

ipv6 virtual address {[vrf vrf-name]ipv6-address/prefix-length| use-as-src-addr}

no ipv6 virtual address {[vrf vrf-name]ipv6-address/prefix-length| use-as-src-addr}

___________________
構文の説明

（任意）管理インターフェイスのVPNルーティングおよび転送（VRF）
ごとに仮想アドレスを設定します。vrf-name引数にはVRFの名前を指定
します。

vrfvrf-name

使用する仮想 IPv6アドレス。ipv6 address

IPv6プレフィックスの長さ。プレフィックス（アドレスのネットワーク
部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値です。10
進数値の前にスラッシュ記号が必要です。

prefix-length

送信されたパケットのデフォルトSRCアドレスとして使用される仮想ア
ドレスをイネーブルにします。

use-as-src-addr

___________________
コマンドデフォルト コンフィギュレーションに対して IPv6仮想アドレスは定義されません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IPv6仮想アドレスを設定すると、管理ネットワークで単一の仮想アドレスからルータにアクセス

できるようになります。IPv6仮想アドレスは、ルートプロセッサ（RP）のフェールオーバーが発
生しても維持されます。

IPv6仮想アドレスを設定すると、アクティブな RPを事前に認識せずに、単一アドレスからデュ
アル RPルータにアクセスできるようになります。IPv6仮想アドレスは、RPフェールオーバー間
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で維持されます。そのためには、仮想 IPv6アドレスが共通 IPv6サブネットを両方の RPの管理
イーサネットインターフェイスと共有している必要があります。

vrfキーワードを指定して ipv6 virtual addressコマンドをディセーブルにした場合は、対応する
VRFまたはデフォルト（VRFが指定されていない場合）に対して仮想 IPアドレスは設定されま
せん。この結果、VRFテーブルおよび ARPキャッシュの仮想 IPアドレスのエントリが削除され
ます。

デフォルト VRFは、VRFが指定されていない場合に選択されます。仮想 IPアドレスは、デフォ
ルト VRFに接続される管理インターフェイスでアクティブです。

use-as-src-addrキーワードを使用すると、管理アプリケーションの送信元インターフェイス（つ
まり、更新の送信元）として、ループバックインターフェイスを設定する必要がなくなります。

更新送信元が設定されていない場合、管理アプリケーションによって転送プロセス（TCP、UDP、
raw_ip）による適切な送信元アドレスの選択が許可されます。また、転送プロセスはこのために
FIBを参照します。管理イーサネット IPアドレスが送信元アドレスとして指定されており、
use-as-src-addr keywordが設定されている場合、転送プロセスは、関連する仮想 IPアドレスで管
理イーサネット IPアドレスを置き換えます。この機能は、RPスイッチオーバー全体で機能しま
す。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

___________________
例 次の例は、IPv6仮想アドレスの定義方法を示しています。

RP/0/(config)# ipv6 virtual address 0:0:0:7272::72/64

次の例は、VRFごとに管理インターフェイスの仮想 IPアドレスを設定する方法を示しています。

RP/0/(config)# ipv6 virtual address vrf ppp 0:0:0:7272::72/64
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show arm conflicts
Address Repository Manager（ARM）により識別される IPv4または IPv6のアドレス競合情報を表
示するには、で show arm conflictsコマンドを使用します。

show arm {ipv4| ipv6} [vrf vrf-name] conflicts [address| override| unnumbered]

___________________
構文の説明 IPv4アドレス競合を表示します。ipv4

IPv6アドレス競合を表示します。ipv6

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス情報を表示し
ます。IPv4だけで使用できます。

vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）アドレス競合情報を表示します。address

（任意）アドレス競合上書き情報を表示します。override

（任意）unnumberedインターフェイス競合情報を表示します。unnumbered

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show arm conflictsコマンドを使用すると、IPv4または IPv6アドレス競合に関する情報を表示で

きます。アドレス競合情報を使用すると、誤って設定されている IPv4または IPv6アドレスを特
定できます。

競合情報は、強制的にダウン状態にされているインターフェイス、およびアップ状態にあるイン

ターフェイスに関して表示されます。
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オプションキーワードを指定せずに showarmconflictsコマンドを発行すると、addressと
unnumberedの両方のキーワードから生成された出力が表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show arm ipv4 conflictsコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show arm ipv4 conflicts

F Forced down
| Down interface & addr Up interface & addr

F Lo2 10.1.1.2/24 Lo1 10.1.1.1/24

Forced down interface Up interface
tu2->tu1 tu1->Lo1

次の例は、addressキーワードを指定した場合の showarm ipv4conflictsコマンドの出力を示してい
ます。

RP/0/# show arm ipv4 conflicts address

F Forced down
| Down interface & addr Up interface & addr

F Lo2 10.1.1.2/24 Lo1 10.1.1.1/24

次の例は、unnumberedキーワードを指定した場合の showarmipv4conflictsコマンドの出力を示し
ています。

RP/0/# show arm ipv4 conflicts unnumbered

Forced down interface Up interface VRF
tu2->tu1 tu1->Lo1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 1：show arm conflicts コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

このコマンドの出力に表示される可能性のある

記号を定義する凡例。

Forced down

強制的にダウン状態にされているインターフェ

イスの名前、タイプ、アドレス。

Down interface & addr

アップ状態にあるインターフェイスのリスト。Up interface & addr
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説明フィールド

競合していて、強制的にダウン状態にされてい

る unnumberedインターフェイス。
Forced down interface

競合していて、アップ状態にある unnumbered
インターフェイス。

Up interface
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show arm registrations producers
Address Repository Manager（ARM）のプロデューサ登録情報を表示するには、で show arm
registrations producersコマンドを使用します。

show arm {ipv4| ipv6} registrations producers

___________________
構文の説明 IPv4プロデューサ登録情報を表示します。ipv4

IPv6プロデューサ登録情報を表示します。ipv6

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show arm registrations producersコマンドを使用すると、IP ARM登録のプロデューサに関する情

報を表示できます。登録情報は、IDで表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show arm registrations producersコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show arm ipv4 registrations producers

Id Node Producer Id IPC Version Connected?
0 0/0/0 ipv4_io 1.1 Y
4 0/1/0 ipv4_io 1.1 Y
3 0/2/0 ipv4_io 1.1 Y
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2 0/4/0 ipv4_io 1.1 Y
1 0/6/0 ipv4_io 1.1 Y

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 2：show arm registrations producers コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

IPアドレスのプロデューサを追跡するために IP
アドレス ARM（IP ARM）により使用される
ID。

Id

プロデューサが稼働する物理ノード（RP/LC
CPU）。

Node

IP ARMでの登録時にプロデューサにより使用
されるストリング。

Producer Id

IP ARMとの通信のためにプロデューサにより
使用される apisのバージョン。

IPC Version

プロデューサが接続されているかどうかを示す

ステータス。

Connected?
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show arm router-ids
ルータ ID情報と Address Repository Manager（ARM）の仮想ルーティングおよびフォワーディン
グテーブル情報を表示するには、で show arm router-idsコマンドを使用します。

show arm [ipv4] router-ids

___________________
構文の説明

（任意）IPv4ルータ情報を表示します。ipv4

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ipv4キーワードを指定して show arm router-idsコマンドを使用すると、ルータの特定のルータ ID

情報を表示できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show arm router-idsコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show arm router-ids

Router-ID Interface

10.10.10.10 Loopback0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 3：show arm router-ids コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

ルータ IDRouter-ID

インターフェイス IDInterface
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show arm summary
IP Address Repository Manager（ARM）のサマリー情報を表示するには、で show arm summaryコ
マンドを使用します。

show arm {ipv4| ipv6} summary

___________________
構文の説明 IPv4サマリー情報を表示します。ipv4

IPv6サマリー情報を表示します。ipv6

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show arm summaryコマンドを使用すると、ルータにおけるプロデューサ、アドレス競合、アン

ナンバードインターフェイス競合の数がサマリー情報に表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show arm summaryコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show arm ipv4 summary

IPv4 Producers : 5
IPv4 Router id consumers : 7
IPv4 address conflicts : 2
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IPv4 unnumbered interface conflicts : 1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 4： show arm summary コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IPv4プロデューサの数IPv4 Producers

ルータの IPv4アドレス競合の数IPv4 address conflicts

unnumberedインターフェイスの IPv4競合の数IPv4 unnumbered interface conflicts

IPv4 DBのマスターバージョンPv4 DB Master version
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show ipv4 interface
IPv4用に設定されたインターフェイスの使用可能性ステータスを表示するには、で show ipv4
interfaceコマンドを使用します。

show ipv4 interface [type interface-path-id| brief| summary]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能
を使用します。

type

次に示す、物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイスイ

ンスタンスのいずれかです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portです。
値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）
は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上の管理イーサネットインターフェイ

スを参照する場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）であり、
モジュールは CPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0
/CPU0/0

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイスタ
イプによって異なります。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

（任意）ルータのインターフェイス、およびそのプロトコルとラインステートで

設定されているプライマリ IPv4アドレスを表示します。
brief

（任意）ルータの割り当て済み、未割り当てまたは unnumberedのインターフェ
イス数。

summary

___________________
コマンドデフォルト VRFが指定されない場合、デフォルトの VRFが表示されます。
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___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン showipv4interfaceコマンドの出力は、IPv4に固有である点を除き、showipv6interfaceコマンドの

出力と似ています。

インターフェイスの名前は、名前が VRFインスタンスに属する場合だけ表示されます。vrf-name
を指定しない場合、インターフェイスインスタンスは、インターフェイスがデフォルトVRFに属
している場合にのみ表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りipv4

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show ipv4 interfaceコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show ipv4 interface

Loopback0 is Up, line protocol is Up
Internet address is 10.0.0.1/8

Secondary address 10.0.0.2/8
MTU is 1514 (1514 is available to IP)
Multicast reserved groups joined: 10.0.0.1
Directed broadcast forwarding is disabled
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent
tenGigE/0/0/0/0 is Up, line protocol is Up
Internet address is 10.25.58.1/16
MTU is 1514 (1500 is available to IP)
Multicast reserved groups joined: 10.0.224.1
Directed broadcast forwarding is disabled
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent
tenGigE/0/0/0/0 is Shutdown, line protocol is Down
Vrf is default (vrfid 0x60000000)
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Internet protocol processing disabled

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 5：show ipv4 interface コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスハードウェアが使用可能な場

合は、インターフェイスのステータスが「Up」
と表示されます。インターフェイスを使用する

には、インターフェイスハードウェアと回線プ

ロトコルの両方がアップ状態になっている必要

があります。

Loopback0 is Up

インターフェイスが双方向通信を提供できる場

合は、回線プロトコルのステータスが「Up」と
表示されます。インターフェイスを使用するに

は、インターフェイスハードウェアと回線プロ

トコルの両方がアップ状態になっている必要が

あります。

line protocol is Up

インターフェイスの IPv4インターネットアド
レスおよびサブネットマスク。

Internet address

セカンダリアドレス（設定されている場合）を

表示します。

Secondary address

インターフェイスに設定されている IPv4MTU1

の値が表示されます。

MTU

このインターフェイスが属するマルチキャスト

グループを示します。

Multicast reserved groups joined

ダイレクトブロードキャスト転送がイネーブル

またはディセーブルかを示します。

Directed broadcast forwarding

インターフェイスに発信アクセスリストが設定

されているかどうかを示します。

Outgoing access list

インターフェイスに着信アクセスリストが設定

されているかどうかを示します。

Inbound access list

プロキシ ARP2がインターフェイスでイネーブ
ルかディセーブルかを示します。

Proxy ARP
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説明フィールド

ICMPv43リダイレクトをこのインターフェイス
に送信するかどうかを指定します。

ICMP redirects

このインターフェイスで到達不能メッセージが

送信されるかどうかを指定します。

ICMP unreachables

インターフェイスで IPv4アドレスが設定され
ていないことを示します。

Internet protocol processing disabled

1 MTU =最大伝送ユニット
2 ARP =アドレス解決プロトコル
3 ICMPv4 =インターネット制御メッセージプロトコルバージョン 4
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show ipv4 traffic
IPv4トラフィックの統計情報を表示するには、で show ipv4 trafficコマンドを使用します。

show ipv4 traffic [brief]

___________________
構文の説明

（任意）IPv4およびインターネット制御メッセージプロトコルバージョン 4
（ICMPv4）トラフィックだけを表示します。

brief

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン showipv4trafficコマンドの出力は、IPv4に固有である点を除き、showipv6trafficコマンドの出力

と似ています。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りipv4

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show ipv4 trafficコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show ipv4 traffic

IP statistics:
Rcvd: 16372 total, 16372 local destination

0 format errors, 0 bad hop count
0 unknown protocol, 0 not a gateway
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0 security failures, 0 bad source, 0 bad header
0 with options, 0 bad, 0 unknown

Opts: 0 end, 0 nop, 0 basic security, 0 extended security
0 strict source rt, 0 loose source rt, 0 record rt
0 stream ID, 0 timestamp, 0 alert, 0 cipso

Frags: 0 reassembled, 0 timeouts, 0 couldn't reassemble
0 fragmented, 0 fragment count

Bcast: 0 sent, 0 received
Mcast: 0 sent, 0 received
Drop: 0 encapsulation failed, 0 no route, 0 too big, 0 sanity address check
Sent: 16372 total

ICMP statistics:
Sent: 0 admin unreachable, 0 network unreachable

0 host unreachable, 0 protocol unreachable
0 port unreachable, 0 fragment unreachable
0 time to live exceeded, 0 reassembly ttl exceeded
5 echo request, 0 echo reply
0 mask request, 0 mask reply
0 parameter error, 0 redirects
5 total

Rcvd: 0 admin unreachable, 0 network unreachable
2 host unreachable, 0 protocol unreachable
0 port unreachable, 0 fragment unreachable
0 time to live exceeded, 0 reassembly ttl exceeded
0 echo request, 5 echo reply
0 mask request, 0 mask reply
0 redirect, 0 parameter error
0 source quench, 0 timestamp, 0 timestamp reply
0 router advertisement, 0 router solicitation
7 total, 0 checksum errors, 0 unknown

UDP statistics:
16365 packets input, 16367 packets output
0 checksum errors, 0 no port
0 forwarded broadcasts

TCP statistics:
0 packets input, 0 packets output
0 checksum errors, 0 no port

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 6：show ipv4 traffic コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

TTL4フィールドがゼロになったため、パケッ
トが破棄されるときに発生します。

bad hop count

通常、ルータにARP要求エントリがないため、
データグラムを送信しなかったことを示しま

す。

encapsulation failed

不可能なインターネットヘッダー長など、パ

ケットフォーマットでの大きな間違いを示しま

す。

format errors
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説明フィールド

ソフトウェアプレーンで受信されるローカル宛

先およびその他のパケットの合計数を示しま

す。ハードウェアで転送または廃棄される IP
パケットは考慮されません。

IP statistics Rcvd total

ルーティング方法が不明なデータグラムを

Cisco IOS XRソフトウェアが破棄するときにカ
ウントされます。

no route

4 TTL =存続可能時間
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show ipv6 interface
IPv6用に設定されたインターフェイスの使用可能性ステータスを表示するには、で show ipv6
interfaceコマンドを使用します。

show ipv6 interface [summary| [type interface-path-id][brief[link-local| global]]]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

（任意）次のような物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェ

イスインスタンスです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）
は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上の管理イーサネットインターフェイ

スを参照する場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）であり、
モジュールは CPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0
/CPU0/0

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイスタ
イプによって異なります。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

（任意）ルータインターフェイス、およびそのプロトコルとラインステートで

設定されているプライマリ IPv6アドレスを表示します。
brief

（任意）リンクローカル IPv6アドレスを表示します。link-local

（任意）グローバル IPv6アドレスを表示します。global

（任意）ルータの割り当て済み、未割り当てまたは unnumberedのインターフェ
イス数。

summary
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___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン showipv6interfaceコマンドの出力は、IPv6に固有である点を除き、showipv4interfaceコマンドの

出力と似ています。

リンクローカルまたはグローバル IPv6アドレスを表示するには、briefキーワードとともに link-local
または globalキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りipv6

___________________
例 次の例は、show ipv6 interfaceコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show ipv6 interface

TenGigE0/0/0/0 is Up, ipv6 protocol is Up, Vrfid is default (0x60000000)
IPv6 is enabled, link-local address is fe80::c672:95ff:fea6:9324
Global unicast address(es):
200::1, subnet is 200::/64

Joined group address(es): ff02::1:ff00:1 ff02::1:ffa6:9324 ff02::2
ff02::1

MTU is 1514 (1500 is available to IPv6)
ICMP redirects are disabled
ICMP unreachables are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts 1
ND reachable time is 0 milliseconds
ND cache entry limit is 1000000000
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 160 to 240 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.
Outgoing access list is not set
Inbound common access list is not set, access list is not set
Table Id is 0xe0800000
Complete protocol adjacency: 2
Complete glean adjacency: 0
Incomplete protocol adjacency: 0
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Incomplete glean adjacency: 0
Dropped protocol request: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 7：show ipv6 interface コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスハードウェアが現在アクティ

ブかどうか（回線信号が存在するかどうか）、

およびそれが管理者によりダウン状態にされて

いるかどうかを示します。インターフェイス

ハードウェアが使用可能な場合は、インター

フェイスのステータスが「Up」と表示されま
す。インターフェイスを使用するには、イン

ターフェイスハードウェアと回線プロトコルの

両方がアップ状態になっている必要がありま

す。

tenGigE0/0/0/2 is Up

回線プロトコルを扱うソフトウェアプロセスが

回線を使用可能と見なしているかどうか（つま

り、キープアライブが成功しているかどうか）

を示します。インターフェイスが双方向通信を

提供できる場合は、回線プロトコルのステータ

スが「Up」と表示されます。インターフェイス
を使用するには、インターフェイスハードウェ

アと回線プロトコルの両方がアップ状態になっ

ている必要があります。

line protocol is Up（または down）

IPv6がインターフェイスでイネーブル、ストー
ルまたはディセーブルかを示します。IPv6がイ
ネーブルになっている場合は、インターフェイ

スのステータスが「enabled」と表示されます。
重複アドレス検出でインターフェイスのリンク

ローカルアドレスが重複していると特定された

場合は、そのインターフェイスでの IPv6パケッ
トの処理がディセーブルになり、インターフェ

イスのステータスが「stalled」になります。IPv6
がイネーブルになっていない場合は、インター

フェイスのステータスが「disabled」と表示され
ます。

IPv6 is enabled, stalled, disabled（出力例には
stalledと disabledは表示されていません）

インターフェイスに割り当てられているリンク

ローカルアドレスを表示します。

link-local address
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説明フィールド

重複アドレス検出に関連するアドレスの状態。

状態は次のいずれかです。

• duplicate：アドレスが一意ではなく、使用
されていません。重複アドレスが、イン

ターフェイスのリンクローカルアドレス

の場合、IPv6パケットの処理は、そのイン
ターフェイスでディセーブルになります。

• tentative：重複アドレス検出が、このイン
ターフェイスで保留中か実行中です。

アドレスがこれらのいずれの状態で

もない（アドレスの状態がブランク）

場合、アドレスは一意で、使用中で

す。

（注）

TENTATIVE

インターフェイスに割り当てられているグロー

バルユニキャストアドレスを表示します。

Global unicast addresses

インターフェイスでのインターネット制御メッ

セージプロトコル（ICMP）IPv6リダイレクト
メッセージの状態（メッセージの送信かイネー

ブルかディセーブルか）。

ICMP redirects

インターフェイスでの重複アドレス検出の状態

（イネーブルまたはディセーブル）。

ND DAD

重複アドレス検出が実行されているときに、イ

ンターフェイスで送信されるネイバー送信要求

メッセージの連続数。

number of DAD attempts

このインターフェイスに割り当てられているネ

イバー探索到達可能時間（ミリ秒）を表示しま

す。

ND reachable time

___________________
例 次の例は、showipv6interfacebrieflink-localコマンドの出力を示しています。

RP/0/#show ipv6 interface brief link-local

Interface IPv6-Address Status Protocol
tenGigE0/0/0/0 fe80::fe:8ff:fecb:26c5 Up Up
tenGigE0/0/0/1 fe80::4f:88ff:fea0:8c9d Up Up
tenGigE0/0/0/3 unassigned Shutdown Down
tenGigE0/0/0/4 unassigned Shutdown Down
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次の例は、showipv6interfacebriefglobalコマンドの出力を示しています。
RP/0/#show ipv6 interface brief global

Interface IPv6-Address Status Protocol
tenGigE0/0/0/0 2001:db8::1 Up Up
tenGigE0/0/0/1 2001:db8::2 Up Up
tenGigE0/0/0/3 unassigned Shutdown Down
tenGigE0/0/0/4 unassigned Shutdown Down

次の例は、showipv6interfacetypeinterface-path-idbrieflink-localコマンドの出力を示しています。
RP/0/#show ipv6 interface tenGigE 0/0/0/0 brief link-local

Interface IPv6-Address Status Protocol
tenGigE0/0/0/0 fe80::fe:8ff:fecb:26c5 Up Up

次の例は、showipv6interfacetypeinterface-path-idbriefglobalコマンドの出力を示しています。
RP/0/#show ipv6 interface tenGigE 0/0/0/0 brief global

Interface IPv6-Address Status Protocol
tenGigE0/0/0/0 2001:db8::1 Up Up
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show ipv6 neighbors
IPv6ネイバー探索キャッシュ情報を表示するには、で show ipv6neighborコマンドを使用します。

show ipv6 neighbors [type interface-path-id| location node-id]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

（任意）物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）ノードを指定します。node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入
力します。

locationnode-id

___________________
コマンドデフォルト すべての IPv6ネイバー探索キャッシュ情報が表示されます。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン interface-typeと interface-number引数が指定されていない場合は、すべての IPv6ネイバーのキャッ

シュ情報が表示されます。interface-typeと interface-number引数を指定すると、特定のインター
フェイスのキャッシュ情報だけが表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りipv6
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___________________
例 次の例は、IPv6アドレスを指定した場合の show ipv6 neighborsコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show ipv6 neighbors 2000:0:0:4::2

IPv6 Address Age Link-layer Addr State Interface
Location
200::2 166 6c9c.ed28.8b74 REACH Te0/0/0/0
0/RP0/CPU0
fe80::6e9c:edff:fe28:8b74 164 6c9c.ed28.8b74 REACH Te0/0/0/0
0/RP0/CPU0
[Mcast adjacency] - 0000.0000.0000 REACH Te0/0/0/0
0/RP0/CPU0
[Mcast adjacency] - 0000.0000.0000 REACH Te0/0/0/4
0/RP0/CPU0

次の例は、ロケーションを指定した場合の show ipv6 neighborsコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show ipv6 neighbors location 0/2/CPU0

IPv6 Address Age Link-layer Addr State Interface Location
2001:3::2 119 0013.9400.0002 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::3 179 0013.9400.0003 DELAY BE3 0/2/CPU0
2001:3::4 166 0013.9400.0004 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::5 78 0013.9400.0005 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::6 19 0013.9400.0006 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::7 173 0013.9400.0007 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::8 140 0013.9400.0008 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::9 163 0013.9400.0009 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::a 40 0013.9400.000a REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::b 90 0013.9400.000b REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::c 35 0013.9400.000c REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::d 114 0013.9400.000d REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::e 117 0013.9400.000e REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::f 157 0013.9400.000f REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::10 9 0013.9400.0010 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::11 120 0013.9400.0011 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::12 87 0013.9400.0012 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::13 180 0013.9400.0013 DELAY BE3 0/2/CPU0
2001:3::14 103 0013.9400.0014 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::15 132 0013.9400.0015 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::16 33 0013.9400.0016 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::17 150 0013.9400.0017 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::18 117 0013.9400.0018 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::19 48 0013.9400.0019 REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::1a 67 0013.9400.001a REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::1b 91 0013.9400.001b REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::1c 33 0013.9400.001c REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::1d 174 0013.9400.001d DELAY BE3 0/2/CPU0
2001:3::1e 144 0013.9400.001e REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::1f 121 0013.9400.001f REACH BE3 0/2/CPU0
2001:3::20 53 0013.9400.0020 REACH BE3 0/2/CPU0

次の表に、この出力で表示される重要フィールドの説明を示します。

表 8：show ipv6 neighbors コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

隣接またはインターフェイスの IPv6アドレス。IPv6 Address
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説明フィールド

アドレスが到達可能と確認されてから経過した

時間（分）。ハイフン（-）はスタティックエ
ントリを示します。

Age

MACアドレス。アドレスが不明の場合、ハイ
フン（-）が表示されます。

Link-layer Addr
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説明フィールド

State
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説明フィールド

隣接キャッシュエントリの状態。IPv6ネイバー
探索キャッシュのダイナミックエントリのス

テータスは、次のとおりです。

• INCMP (incomplete)：アドレス解決がエン
トリで実行中です。ネイバー送信要求メッ

セージがターゲットの送信要求ノードマ

ルチキャストアドレスに送信されました

が、対応するネイバーアドバタイズメン

トメッセージが受信されていません。

• reach (reachable)：隣接への転送パスが正し
く機能していたことを示す確認が、最後の

ReachableTimeミリ秒内に受信されました。
reach状態の場合、デバイスは、パケット
送信時に特別な処理を行いません。

• stale：転送パスが正しく機能していたこと
を示す確認が最後に受信されてから経過し

た時間が、ReachableTimeミリ秒を超えて
います。stale状態にある場合、デバイス
は、パケットが送信されるまで処理は行い

ません。

• delay：転送パスが正しく機能していたこ
とを示す確認が最後に受信されてから経過

した時間が、ReachableTimeミリ秒を超え
ています。パケットは直近の

DELAY_FIRST_PROBE_TIME秒以内に送
信されました。到達可能性確認が、delay
状態になってから

DELAY_FIRST_PROBE_TIME秒以内に受
信されない場合、ネイバー送信要求メッ

セージを送信して、状態を probeに変更し
ます。

• probe：到達可能性確認が受信されるまで、
RetransTimerミリ秒ごとに、ネイバー送信
要求メッセージを再送信することで、到達

可能性確認が積極的に求められます。

IPv6ネイバー探索キャッシュのスタティック
エントリの可能なステータスは、次のとおりで

す。

• reach (reachable)：このエントリのインター
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説明フィールド

フェイスはアップ状態です。

• INCMP (incomplete)：このエントリのイン
ターフェイスはダウン状態です。

到達可能性検出は、IPv6ネイバー探
索キャッシュのスタティックエント

リには適用されません。そのため、

INCMP (incomplete)および reach
(reachable)状態の説明は、ダイナミッ
クおよびスタティックキャッシュエ

ントリで異なります。

（注）

アドレスに到達可能なインターフェイス。Interface
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show ipv6 neighbors summary
ネイバーエントリの要約情報を表示するには、で show ipv6 neighbors summaryコマンドを使用
します。

show ipv6 neighbors summary

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値はディセーブルです。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りipv6

___________________
例 次の show ipv6 neighbors summaryコマンドの出力例は、ネイバーエントリのサマリー情報を示

しています。

RP/0/# show ipv6 neighbors summary

Mcast nbr entries:
Subtotal: 0

Static nbr entries:
Subtotal: 0

Dynamic nbr entries:
Subtotal: 0

Total nbr entries: 0

Cisco NCS 5000 シリーズルータ IP アドレスおよびサービスコマンドリファレンス
95

ネットワークスタック IPv4 および IPv6 コマンド
show ipv6 neighbors summary



show ipv6 path-mtu
IPv6パケットの最大伝送ユニット（MTU）の詳細を表示するには、XRコンフィギュレーション
モードで show ipv6 path-mtuコマンドを使用します。

show ipv6 path-mtu [ vrf{ vrf-name| all} [ locationnode-id ] ] [ locationnode-id ]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたノード。node-id引数はラック/スロット/モジュー
ルの形式で入力します。

locationnode-id

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン locationオプションを指定した場合は、locationnode-idキーワードと引数で指定したノードの詳細

だけが表示されます。IPv6パケットのパスMTUディスカバリは、TCPと Pingプロトコルを使用
しているアプリケーションでのみサポートされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みipv6

読み取り、書き込みnetwork

読み取り、書き込みconfig-services
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___________________
例 次の例は、IPv6パケットのパスMTUの詳細を表示する方法を示しています。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# show ipv6 pmtu

Destination Ifhandle Vrfid Path Mtu Time Left
bb::1 0x300 0x60000000 1300 00:01:27
cd::1 0x300 0x60000000 1300 00:01:42
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show ipv6 traffic
IPv6トラフィックの統計情報を表示するには、で show trafficコマンドを使用します。

show ipv6 traffic [brief]

___________________
構文の説明

（任意）IPv6およびインターネット制御メッセージプロトコルバージョン 6
（ICMPv6）トラフィック統計情報だけを表示します。

brief

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン showipv6trafficコマンドの出力は、IPv6に固有である点を除き、showipv4trafficコマンドの出力

と似ています。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りipv6

読み取りnetwork

___________________
例 次の例は、show ipv6 trafficコマンドの出力を示しています。

RP/0/# show ipv6 traffic

IPv6 statistics:
Rcvd: 0 total, 0 local destination

0 source-routed, 0 truncated
0 format errors, 0 hop count exceeded
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0 bad header, 0 unknown option, 0 bad source
0 unknown protocol
0 fragments, 0 total reassembled
0 reassembly timeouts, 0 reassembly failures
0 reassembly max drop
0 sanity address check drops

Sent: 0 generated, 0 forwarded
0 fragmented into 0 fragments, 0 failed
0 no route, 0 too big

Mcast: 0 received, 0 sent

ICMP statistics:
Rcvd: 0 input, 0 checksum errors, 0 too short

0 unknown error type
unreach: 0 routing, 0 admin, 0 neighbor,

0 address, 0 port, 0 unknown
parameter: 0 error, 0 header, 0 option,

0 unknown
0 hopcount expired, 0 reassembly timeout,
0 unknown timeout, 0 too big,
0 echo request, 0 echo reply

Sent: 0 output, 0 rate-limited
unreach: 0 routing, 0 admin, 0 neighbor,

0 address, 0 port, 0 unknown
parameter: 0 error, 0 header, 0 option

0 unknown
0 hopcount expired, 0 reassembly timeout,
0 unknown timeout, 0 too big,
0 echo request, 0 echo reply

Neighbor Discovery ICMP statistics:
Rcvd: 0 router solicit, 0 router advert, 0 redirect

0 neighbor solicit, 0 neighbor advert
Sent: 0 router solicit, 0 router advert, 0 redirect

0 neighbor solicit, 0 neighbor advert

UDP statistics:
0 packets input, 0 checksum errors
0 length errors, 0 no port, 0 dropped
0 packets output

TCP statistics:s
0 packets input, 0 checksum errors, 0 dropped
0 packets output, 0 retransmitted

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 9：show ipv6 traffic コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

この項の統計情報は、ルータにより受信された

パケットについての情報です。

Rcvd:

ソフトウェアにより受信されたパケットの合計

数。

total

ローカルに送信され、ソフトウェアにより受信

されたパケットの合計数。

local destination

RHでソフトウェアにより参照されるパケット。source-routed
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説明フィールド

ソフトウェアにより参照される、切り捨てられ

たパケット。

truncated

通常の HBH、RH、DHまたは HAでエラーが
検出されました。ソフトウェア限定。

bad header

IPv6ヘッダーの不明なオプションタイプ。unknown option

受信されたパケットの IPヘッダーで指定され
ているプロトコルが到達不能です。

unknown protocol

この項の統計情報は、ルータにより送信された

パケットについての情報です。

Sent:

ソフトウェアにより送信されたパケット。パ

ケットが最初のルックアップで転送できない場

合（たとえば、パケットでオプション処理が必

要な場合）、ソフトウェアにより転送された場

合でも、パケットはこのカウントに含まれませ

ん。

forwarded

マルチキャストパケット。Mcast:

インターネット制御メッセージプロトコルの統

計情報。

ICMP statistics:
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